
治山用木本植物のきし木試験
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治山用樹種は崩壊地や野渓などを対象としているため，再草地や被砂に耐え，生活力が旺盛であるととも

に，土壌侵食を防ぎ，土壊を改良するなど，治山用樹種としての性質をもつものでなければならない。こ

れらの性質をもった樹種として，従来はヤシャプシ，ヤマハンノキ，ニセアカシヤ，イタチハギ，アキグ

ミ，ヤマモモなどの一部の肥料木(狭義)が主として研究され，実際にも多く用いられてきた。しかし，

荒廃地に自然に侵入してくる植物を調べてみると，従来使用されてきた肥料木以外の樹種のなかにも治山

用樹種として適当と思われるものがきわめて多い。これら荒廃地に自然に侵入し，治山用樹種として好ま

しい性質をもっ種類が実行面にお・ハて用いられるためには，各種自然環境に対する適応範囲や繁殖方法な

どを明らかにしなければならない。

本試験は暖帯および温帯の荒廃池に自然に侵入してくる樹種を主として， 26樹種を選ぴ，さし木試験を

試みた。

本試験で低木類を主としてとり上げたのは次の理由による。従来使用されている草本類は上層林冠がう

っぺいすると比較的早く消失し，それに代わるべき耐陰性植物の侵入の遅い施工地が多い。このため落葉

は施工斜面の上方から下方へ移動しやすくなり，落葉による土壌改良はかたょったものとなりやすい。低

木類は草本類に比して寿命が一般に長く落葉の移動を防ぐ。また，礁の多い傾斜地や乾燥地では，自然の

植相でも成林後低木類が下層を優占することが多い。したがって，施工当初から高木性樹種や草本ととも

に低木を導入して，その林型をより安定したものに導くべきであるとかう観点からである。

裸地に自然に植物が侵入し，しだかに森林を形成してゆく場合， 1 , 2 年生草本群落から多年生草本群

落，低木叢群落をへて，高木林へと移り変わってゆくのが通常である。しかし，崩壊地・海岸砂地・河原

など，土砂が常に移動して不安定な裸地の場合はし 2年生草本の群落が成立する例はむしろ少なし土

砂の移動に耐え，適応性のある多年生草本や木本が襟地に初期群落をつくることが多\"，3)10)。崩壊地や河

原などに成立する天然生 2次林の上層や低木層を構成する植物，たとえば，カンパ類，ヤマハンノキ，ヤ

シャプシ， ドロノキ， ヤナギ類などは裸地に草本と同時に，時には草本より早く侵入している場合が多

く，初期に草本群落が密生した所では， かえって木本類の侵入が遅くなる場合もあると考えられる引ω。

この観点から，治山植栽では草本・低木・高木をほぼ同時に施工地に導入すべきであると考えられる。

さきに筆者らは，この種の試験を 17樹種について調査したが四九さらに26樹種を遷び，その活着率・き

し付時期・初年度の土地被覆力・新条および根系形態などについて検討を加えたものである。

これらの樹種を治山現場にじかざしする場合は，園芸植物や有用樹種の苗畑におけるさし木のごとくて

いねいに行なうことは難しいため，最も無技巧な方法で行なっても植栽工としての成績を期待しうるか否

(1) 防災部防災第 1 科治山第 2 研究室員

(2) 防災部防災第 1 科治山第 2 研究室員・林学博士



- 14 ー 林業試験場研究報告第 158 号

かに重点をおいた。そのためさし穂に対する発根促進や日覆および潜水などの処理は行なわなかった。試

験は1961年および1962年に林業試験場目黒苗畑および浅川実験林苗畑(東京都八王子市)で行なった。

試験内容は治山第二研究室全員(渡辺隆司，岩川幹夫，北村嘉一，高橋啓二，堀江保夫，原敏男〕が

合議検討し，調査は堀江，高橋，北村，原が，取りまとめは高橋，堀江がそれぞれ行なった。

本試験にあたり，供試樹種の採取に便宜をはかっていただいた元東京都水源林事務所木村技師，元丹

波山事務所所長 関口技師，元小管事業所主任 山田技師，東京営林局沼津営林署治山係長三沢技官，

丹沢治山事業所主任 小川技官，その他多くの方々に厚くお礼を申し上げる。

H 供試樹種ならびに試験方法

供試樹種は暖帯・暖温帯・冷温帯に分布するつぎの26樹種を対象とした。なお，各樹種の採穂は東京都

水源林(山梨県丹波山林，標高 6叩-7'∞ m)，沼津営林署三明寺苗畑，同明神国有林 C800-900m) およ

び東京営林署浅川担当区管内国有林 (2∞-7'∞ m) などより採取したものである。

供試樹種

1961年目黒苗畑

1. ネコヤナギ Sa!ix gracilis.りla MIQ. (採穂、地・丹波山)

2. タマアジサイ Hydrangea involucrata SIEB. (丹波山)

3. ノリウツギ Hydrangea ρaniculata SIEB. (丹波山)

4. ヤマアジサイ Hydrangea macrophylla var. acuminafa MAKINO (丹波山)

5. ヤマブキ Kerria japonica A.P. DE CAND. (丹波山)

6. コクサギ Orixa japonica THUNB. (丹波山)

7. ニジキギ Euonymus alatus SIEB. (丹波山)

8. ハナイカダ H elwingia japonica F. G. D IETR. (丹波山)

9. イ ボ タ Ligustrum obtusifolium SIEB. et Zucc. (丹波山)

10. コパノガマズミ Viburnum ero抑制 THUNB. (丹波山〉

1962年目黒苗畑

1. シパヤナギ Sa!ix jゆonica THUNB. (浅川|・玄倉国有林〕

2. コ アカ ソ Boehmeria s〆'cata THUNB. (浅川・明神国有林)

3. コアクサイ Hydrangea hirta SIEB. et Zucc. (浅川・日原)

4. カナウツギ Stephanandra tanakae FRANCH. et SAVAT. (本場養成母樹)

5. マノレパグミ Elaeagnus macr，φ'hylla THUNB. (三浦半島)

6. ツ/レグミ Elaeagnus glabra THUNB. (浅111)

7. ナワシログミ Elaeagnus ρungens THUNB. (沼津海岸林)

8. ク コ Lycium chinense MILL. (多摩川)

9. ウグイスカグラ Lonicera gracilipes var. glabra MIQ. (浅川・本場)

1962年浅川苗畑

1.クロモジ Lindera umbellata THUNB. (浅11 1)

2. ...ノレパウツギ Deutzia Sieboldii var. Dかpeliana C.K. SCHN. (浅111)
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3. ミヤマシキミ Ski・mmia japonica THUNB. (浅JII)

4. ナツグミ Elaeagnus multiflora THUNB. (三明寺苗畑)

5. ヤプムラサキ Callicaゅ'a mollis SIEB. et ZUCC. (浅JII)

6. ツタパネウツギ Abelia spathulata SIEB. et ZUCC. (浅JII)

7. コウヤボウキ Pertya sca持dens SCH. BIP. (浅JII)

治山植栽は近時，植物の生育期聞を通じて実行される傾向がある。その場合，さし木の時期によって活

着や生育状態がどの程度変化するかを検討する必要がある。木本植物のさし木時期は一般に常緑性樹種で

は発根に高温を要するので第 1 回の生育が終わり枝葉が充実した梅雨期がよく，落葉性樹種では冬眠枝を

春ざしするのがよいものと，夏期新檎をきした方がよいものとがあるといわれるω。田村ら (1957) は50

種の木本について周年さし木をした結果，常緑広葉樹では一般に適期といわれる入梅時期や一部の春・秋

ざしのみでなく，適期の幅は広いものが多く，落葉広葉樹でも春ざし以外に新梢の成熟した時期のよいも

のがあることを明らかにした11) (新梢が伸長してからは新梢ざしをしている)。

このように活着のみからいえば，従来の春・梅雨期以外にも 8 -10月のころにも良い時期があるが，こ

れらは苗畑における養苗としづ集約的な管理が可能な場合であって，治山現場にじかざしする場合は夏~

秋の豪雨の多い時期までに根や樹冠を十分に成長させて侵食防止に役立たせる目的から，また冬期積雪の

ない乾燥した地域ではさし穂が乾燥死する危険の高いことなどから，治山じかざしの時期としては春ざし

と梅雨ざしが時期的に妥当と考えられる。ただ冬期積雪の多い地域では，秋に階段上にさし木することは

可能かもしれない。本試験では採穂・さしつけの時期として，つぎの 2 とおりをとりあげた。

a. 開芽前に採穂・きしつける(春ざし)。

b. すでに関葉した 6 月に採穂・きしつける(梅雨ざし)。

春ざしは 2 月に穂木を採取し，排水の良好な地を選ぴ，深さ 1m の土中に埋め， 3 月に取り出して穂

ごしらえし，さしつけた。梅雨ざしは 6 月上旬に採穂し，ただちにさしつけた。一般に梅雨ざしでは新檎

(緑校)を用いると活着がよいといわれるが，治山現場では溝にさし穏を埋める方式以外では穂がいたみ

やすいおそれがある。したがって，本試験では穂木は前年生ないし 3 年生の校幹からとり，元口径4 -10 

mm，穂の長さ 25cm となるように勢定し，小万で穂の元口を斜めに楕円切りし，切返しをつけて穂作

りした。さしつけにあたっては，糖、木上部が地表面上 3-5cm ほど出るように直立ざしとした。

試験苗畑は目黒・浅川ともに関東ロームの壊土であり，さし付け 1 か月前に B.H.C 粉剤 (r ・ 3%) を

1m2 あたり 20g 散布し

耕転した。

試験区は第 1 図のごとく

4 試験区を設け， 1試験区

のなかに 1 m2 の方形区を

50cm 間隔で配列し，その

方形区の数は供試樹種の種

類数の 2倍，すなわち各樹

種とも春ざし，梅雨ざしの

区をそれぞれ 1 区もつよう

日円
日日

田:口
口口一一口. . . . . . . . , . , , 

口口一口

• • • 

-・2ー0ーEー:i・... 
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Fig. 1 試験区の配列
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1 樹種について春ざし・梅雨ざ結局，にした。 1 方形区内のさし木本数は 25 本， 20cm 間隔にさした。

しおのおの 4 方形区で，計 200 本をさしつけた。試験区内の各方形区の配列はカードによって無作為に配

置した。

調査は採穂・さしつけ時期および倒種と活着率との関係，枯損状況，さしつけ時期と被覆面積との関

係，新条や根の発生位置や形態などに重点をおいて行なった。

さしつけ時期および樹種と生存本数E 

本項で生存本数というのは， 10月の掘取り調査の際発根し活きていて，翌年も生育が可能と思われるも

のの本数を指し，いったん活着し成長しても種々の原因で枯損したものは生存本数から除いた。

掘りとり時における生存本数(目黒苗畑， 1961) 

二 172イ|イボタ|こ二グ時

25 主 6 5 21 2 6 12 23 14 

春ざし
E 25 4 3 7 24 2 6 13 19 10 
E 20 2 4 5 24 2 6 10 18 9 
IV 25 3 3 6 24 4 8 8 20 13 

18 4 2 4 7 5 2 20 7 

梅雨ざし 日 22 2 。 3 。 5 8 3 12 9 
E 15 4 。 4 。 4 9 2 17 8 
IV 13 3 。 2 。 3 6 l 18 6 

Table 1. 
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掘りとり時における生存本数(目黒苗畑， 1962) 
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梅雨ざし

128 100 99 48 104 52 69 29 計

掘りとり時における生存本数(浅川白畑， 1962) Table 3. 

コウヤ

ボウキ

I 。 3 4 7 17 14 l 

春ざし
E 。 4 6 10 22 11 l 
E 。 9 3 12 23 17 2 
IV 。 4 5 10 20 16 1 

I 。 l 8 。 7 2 。

梅雨ざし
E 。 2 10 。 9 。 2 
E 。 。 12 。 7 1 l 
IV 。 。 5 

期臨詮里子|クロモジ 13341317| ナツグミ 12 1213ゲZ時

9 62 110 39 49 24 。計
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治山用木本植物のさし木試験(堀江・高橋)

各年度・各苗畑における生存本数は第

1-3表のごとくである。各年度・首畑

ごとにさしつけ時期・樹種の各要因に対

し，生存本数に差があるか否かを分散分

析によって以下に検討する。なお，各年

17 一

Table 4. 生存本数要因分析表(目黒苗畑， 1961) 

要因

時期別

樹種別

誤差変動

変 動

度・酬とも試験区の違いによる生存本 全変動 I 4, 517.55 I 79 
数の差は顕著でなかった。** 1%水準で有意。

第 1-3表のおわおのについて，要因

分析表を作ると，第4-6表のごとくと

なる。

すなわち，どの場合もさしつけ時期は

春ざしが良好で，幾種類もの樹種を同一

時期に導入使用する治山植栽事業におい

て，さしつけ時期については厳密にその

時期を選ばないと生存率が著しく低下

し，事業的に失敗する危険が多いといえ

よう。

樹種別に見ると生存本数に差が認めら

れるが，どの樹種が良か成績を示したか

を検討するため， 1%水準で差のある限

界値を求めると， 1961年，目黒苗畑の供

試樹種間では41本となる。すなわち，こ

の値以上の差のある樹種間には顕著な生存本数の差があることとなる。この値を用いて各樹種を分ける

Table 5. 生存本数要因分析表(目黒苗畑， 1962) 

要 因|変 動

時期別

樹種別

誤差変動

4 ,293.94 I 71 

州 1 .96水準で有意。

Table 6. 生存本数要因分析表(浅川苗畑， 1962) 

要 因 変 動

時期別

樹種別

誤差変動

全変動 1,914.48 I 47 

州 1%水準で有意。

と，下表のごとく 3 グループとなる。ネコヤナギとイボタの活着は良好で，前者は春ざし95%，梅雨ざし

68%，後者はそれぞれ80% と 67%を示し，他の樹種にくらべれば比較的時期を選ばずよく活着する樹種と

いえよう。ついで，ヤマブキとコバノガマズミの活着が良く，前者は春ざし93%，梅雨ざし4%で，さし

つけ時期を春に限定すればきわめて有利な樹種である。残余の 6 種は低い生存率を示すグループである

が，このうち，ハナイカダ・ヤマアジサイ・タマアジサイ・ノリウツギは本来やや湿った地に適生する樹

種であり，そのような立地でさし木すればよりよい活着を示す可能性が高い。
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1962年度の目黒苗畑における樹種間の生存本数の差は 1%水準で41本以上の差があれば顕著な差がある

といえる。この値によって各樹種を分けるとつぎの 3 グループになる。クコは特に良好で，時期を遷ばず

ほほ 100% 活着する。つぎのグループも治山用木本として十分使用しうる生存率を示し，ウグイスカグラ

は時期を選ぱず活着し，カナウツギ・ナワシログミ・ツノレグミは春ざしの生存率が良い。第 3 のグループ
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は生存率が低いが，このうちコアカソ・コアジサイはやや湿性の地に春ざしすれば，いっそう良好な結果

をうる可能性が高い。マノレパグミ・シパヤナギの活着は不良で，これが樹種本来の性質か，あるいは穂木

が不良であったか，苗畑が環境的に不適であったか不明である。

197 

クコ

-・・・・・・・........................................................

.・

|128j1041∞:: < 11ω: 52 
ウグイス:ヵナウツ ナワシロ 、 "， 11_....... ，，:ョアジサ

グ、 I I コアカノ
カグラ:ギ グミ / , 1 1 

-・・・・・・・......................................................"

48 
マノレバグ

浅川苗畑における各樹種聞の差は， 1 ~￥水準で44本以上の差があれば，顕著な差があるといえる。この

値によって，全く活着しなかったクロモジを除いた各樹種をグループ分けすると，つぎのごとくとなる。

ヤプムラサキは春ざしが82%で，十分使用できる種類である。これについで，ツタパネウツギが良く，春

ざしは58%活着した。ミヤマシキミ・ナツグミ・マノレパウツギは活着が不良であるが， ミヤマシキミにつ

いては後述のごとしいったん発根開業しながら枯死したものが多い。これは1962年の夏期の著しし、乾燥

が原因と思われ，本種は日陰地に適生することから見て，北面のやや湿った地にさせば生存率は高くなる

ものと見てよかろう。コウヤボウキは活着きわめて不良であった。

i よサキ\ Iツタノコウツギ11 ミムミナ人ミマノムギ;コゥよゥキ|
以上の各年度・各苗畑における各樹穫の生存率を一括して同一基準で厳密に比較し，順位づけることは

できないが，きわめて大きなわくでグループ分けすることは可能であろう。各樹種の時期別の生存本数を

一括すると第 7 表のようになる。

Table 7. 生存の良否によるグループ分け

掘り取り時生存本数 発根したさし穂本数

春ざし|梅雨ざし| 計 春ざし|梅雨ざし| 計

ク コ 100 97 197 100 97 197 
ネコヤナギ 95 68 163 99 83 182 
イ ポ タ 80 67 147 83 67 150 
ウグイスカグラ 54 74 128 57 78 135 

ヤマブキ 93 4 97 94 21 115 
ナワシログミ 83 17 100 84 18 102 
ヤプムラサキ 82 28 110 83 30 113 
カナウツギ 77 27 104 80 28 108 
ツ ノレ グ伊 、、、 61 38 99 66 47 113 
ツタバネウツギ 58 4 62 60 9 69 
コ アカ ソ 56 13 69 63 14 77 
コアジサイ 51 l 52 60 61 

コバノガマズミ 46 30 76 46 47 93 
ノ、ナイカダ 43 B 51 57 18 75 
ナツグ 、、 39 。 39 39 I 40 
マノレノミグミ 30 18 48 38 23 61 
ニシキギ 26 28 54 36 30 66 
ヤマアジサイ 23 11 34 33 30 63 
シパヤナギ 21 8 29 29 17 46 
マノレパウツギ 20 4 24 22 6 28 
ミヤマシキミ 18 31 49 95 94 189 
ノリウツギ 16 17 18 1 19 
タマアジサイ 13 13 26 30 31 61 
コ クサギ 10 19 29 24 30 54 
コウヤボウキ 5 4 9 9 4 13 
ク ロ モジ 。 。 。 。 l 
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治山用樹種として使用できる生存率の限界を一応50%と見て，グループ分けすると，つぎの 3 グノレープ

に分けうる。

A) 春期・梅雨期の時期の違いにあまり大きな影響を受けず活着の良好なもので，従来使用されている

イヌコリヤナギ・イタチハギ・ウツギと同様積極的に使用できるもの……クコ・ネコヤナギ・イボタ

.ウグイスカグラがこれに属する。

B) 時期的に春ざしならば良好な活着を期待しうるもの……ヤマブキ・ナワシログミ・ヤプムラサキ・

カナウツギ・ツルグミ・ツ F パネウツギ・コアカソ・コアクサイ。

C) 春ざし・梅雨ざしともに生存率が50%以下のもの……コパノガマズミ・ハナイカダ・その他12種。

ただし， C のグループのなかには前述のように適地を選べば， AあるいはBのグループにはいりうる可

能性ゐ高いものが含まれているから，これらの種類は今後再検討すべきである。

また一般に常緑広葉樹は落葉広葉樹に比し，発根に高温を要するため，新檎がある程度充実したころに

さし木するのがよいといわれている 12)。今回は梅雨ざしでも当年生校を使用しなかったので，ナワシログ

ミ・ツノレグミ・マノレパグミでは春ざしが有利な結果を示したのかもしれない。

第 7 表において，植物分類学的に見て近縁な，すなわち同一属に属する植物は，生存率において必ずし

も類似した関係を示さないように見られることは注意すべきことがらであろう。具体的な例をあげればネ

コヤナギとシバヤナギ，ナワシログミ・ツノレグミとマルパグミ・ナツグミなどはその例であり，また‘ンパ

ヤナギと同一年度の 6 月に別の使用目的でイヌコリヤナギを 200 本きしたが，これはほぼ 100% の生存率

を示した。さらに第 1報でウツギは79%の生存率を示し，治山現場でも活着しやすいものの代表的な樹種

とされているが，同一属のマノレパウツギは春ざしでも20516'にすぎない。またムラサキシキプは同様18%活

着したのみであったが，同属のヤプムラサキは春ざしで8236'，梅雨ざしでも28%を示した。もちろん，こ

れらは同ー条件で厳密な比較試験を行なったわけではないが，従来治山樹種として表現する場合しばしば

ヤナギ類，グミ類，ウツギ類といった包括的な表現がなされていることに対して，再検討の必要性を示す

ものといえよう。大山引は外国産，日本産各種マツのさし木試験により，種類およひ百種によって活着に

差があることをのべている。また，ツパキも品種によって活着率に差があるへ したがって，さし穂から

不定根を再生する力の大小は，種や品種のレベノレにおいて取りあっかうべき性質と見るべきであろう。

今回の試験のなかで最も生存率の高かったクコについては，別に穂木を 2-5cm の長さに切断し，校

まきして薄く榎土した結果，これもきわめてよく活着した。ただその成長は穂木の太きや長さの大なるも

のほど良好であった。

以上は最終掘取り時における生存本数について検討してきたが，さらにさしつけ後の活着状態の変化を

知るため，きしつけ後 1 か月ごとに発芽関葉している本数を調査した結果を第 8表に示す。表によると，

春ざしの場合はさしつけ後3 か月間，すなわち 6 月まではクコ・ヤマブキを除き，開葉本数が著しく変化

し，ことにミヤマシキき・ヤブムラサキ・ナワシログミ・ツルグミ・カナウツギ・マノレパウツギ・ハナイ

カダ・タマアジサイ・コアカソなどは急激な増加を示し，ノリウツギ・ニシキギ・コクサギ・ウグイスカ

グラなどは急激な減少を示す。ついで 6 月から 8 月にかけて，コアカソ・ネコヤナギ・ヤマブキ・グコ・

ナワツログミを除く 21樹種の開葉本数は減少傾向を示す。 8 月以降になると，この減少傾向はきわめてゆ

るやかとなり， 8 月の開業本数は10月の生存本数に近い値を示す。すなわち， 8 月になればほほ活着の良

否が判定しうるものと見てよ L、。ただ， ミヤマシキミのみは， 8 月の開葉本数92本から 9 月の26本に急激
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樹 種
1 4 月 1 5 月 1 6 月 1 7 月 1 8 月 1 9 月 1 10月|生向11 時期| 樹 種

1 7 月 1 8 月 1 9 月 1 1咋存本数
ネコヤナギ 99 99 99 99 98 95 95 95 ネコヤナギ 84 72 70 68 68 

タマアジサイ 2 23 45 29 19 14 14 13 タマアジサイ 39 16 13 13 13 

ノリウツギ 89 33 26 21 18 17 16 16 ノリウツギ 11 1 

ヤマアジサイ 9 24 25 24 23 23 23 23 ヤマアジサイ 28 13 12 11 11 

ヤマブキ 86 92 95 93 96 95 93 93 ヤマブキ 13 4 4 4 4 

コ タサギ 73 50 36 35 13 12 10 10 コ グサギ 70 27 24 19 19 

ニシキギ 56 47 36 37 28 26 26 26 ユジキギ 48 28 28 28 28 

ハナイカダ 45 81 80 65 54 45 43 43 ノ、ナイカダ 28 15 14 8 8 

イ ボ タ 93 83 83 83 81 81 80 80 イ ボ タ 68 67 67 67 67 

コパノガマズき 45 50 49 48 47 48 47 46 コパノガマズミ 55 32 30 30 30 

ジパヤナギ 42 53 34 29 29 25 24 24 γ パヤナギ 50 12 11 B B 

コ アカ ソ 21 33 52 53 59 58 56 56 コ アカ ソ 7 14 13 13 13 

春ざし コアジサイ 7 22 30 36 24 23 21 61 
梅雨ざし

コアタサイ 7 l 

カナウツギ 64 75 84 84 80 79 77 77 カナウツギ 61 33 30 27 27 

マルパグミ 26 57 51 36 34 31 30 30 マノレパグミ 48 25 21 18 18 

ツノレグ ‘ 、‘ 23 66 71 69 67 64 61 61 ヅノレグP 、、 30 44 41 38 38 

ナワ、ンログミ 10 69 89 89 88 85 83 83 ナワジログミ 48 42 34 17 17 

ク コ 100 100 100 100 100 100 100 100 ク コ 92 97 97 97 97 

ウグイスカグラ 88 82 62 57 54 54 54 54 ウグイスカグラ 77 82 81 74 74 

ク ロ モタ B 27 30 10 3 。 。 ク ロ モジ 39 。 。 。 。

マノレノ±ウツギ 75 83 75 36 23 20 20 マノレパウツギ 49 16 10 4 4 

ミヤマシキミ 79 98 98 92 26 18 18 ミヤマジキミ 97 92 42 31 31 

ナツ グ 、、、 61 54 41 39 38 39 39 ナツグ 、、 29 。 。 。

ヤプムラサキ 73 93 86 82 82 82 82 ヤプムラサキ 50 34 27 28 28 

ツタノ宅ネウツギ 91 85 71 61 59 58 58 ツタノミネウツギ 47 16 5 4 4 

コウヤボウキ 63 65 54 22 10 5 5 コウヤボウキ 2 。 。 4 4 

変思IJ月!l) 数本葉芽・開発Table 8. 
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Table 9. 浅川実験林における降雨量
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10 I lrm 三
242.3 I '45年欠測

lぬ .8 I 

に減少している σ これは後述の表のごとし開棄したのみでなく発根したのであるが， 8 月および 9 月の

異常な乾燥とこの樹種の特性によって枯れた特殊な場合と考えられるc

ミヤマシキミをさしつけた浅川 l苗畑に近い，浅川実験林における1962年度の降雨量を1923-1956年￠平

均値と比較すると第 9表のごとくで， 8 -10 月の降雨量が少なし ことに 9 月の降雨量 30.3mm は，

1923-'56年の聞には見られなかったきわめて異常な値である。この 3 か月について，降雨内容をみると，

降雨日量 O.lmm 以上の日数は過去の平均値では14 日 (8 月)， 16 日 (9 月)， 14 日 (10月)， 1962年はそ

れぞれ 8 日， 9 日， 13日である。降雨日量1.0mm 以上の日数は平均値が 10日 (8 月)， 13 日 (9 月)，

11 日(10月)， 1962年はそれぞれ 5 日， 5 日， 10日である。さらに降雨日量が 10.0mm 以上の日数は平

均値が 6 日， 7 日， 6 日で， 1962年はそれぞれ 5 日， 1 日， 4 日となっている。すなわち， 1962年の 8 月

と 9 月は降雨の少なし、状態であったといえよう。ことに 7 月29 日より 8 月 17日までの20日聞は 8 月 15日の

O.lmm を除いて全く雨がなし乾燥に弱い植物に影響を与えたと思われる。なお，コアジサイは10月の

調査で21本となっているが，これは地上部の開葉本数であって，地下部に地下茎を伸ばしているものを含

めると生存本数は61本となる。タマアジサイ・ヤマアクサイ・コウヤボウキなどは，さし穂の地上部が枯

れでも地下部の旧小枝の基部などから新条を出し，新条の基部に発根するものが多い。

梅雨ざしの場合は 7 月から 8 月にかけてコアカソ・ツノレグミ・タコ・ウグイスカグラ・イボタを除いて

21樹種の開棄本数が急激に減少し， 8 月の開葉本数は最終の生存本数に近レ値を示し，それ以降は春ざし

と同様に開葉本数の減少傾向はゆるやかとなっている。この場合も， ミヤマシキミのみは 8 月から 9 月に

かけて急な減少を示したむ

町枯渇状況

さし穂の枯れたものについて， その原因をさしつけ時期別・樹種別に調べると第 10 ・ 11 表のようにな

Go  

枯損原因に関する調査は，個均のきし穂が枯れた直後に行なうのが望ましいが，地上部からの外観のみ

では完全に枯死したものか，あるし、は地下部に地下茎を発生し生きているものか判定し難いものであるつ

しかし，そのつど掘取り調査することは活着に影響を与える危険が多い。したがって，最終調取り時にお

いて枯損原因を判定することとした。この場合，表にかかげた各原因のうち，いったん発根したものや，

さしつけの不良なもの以外の虫害・菌害については，直接の枯損原因がそれらになくて，さし穏が本来活

着しがたいため，あるいは乾燥などによって枯死した後に虫や菌がついたものも含まれている。したがっ

て，これらは厳密には不明として一括すべきものであるが，今後再検討する参考資料として掲げておく。

いったん発根した後枯れた原因については，樹種本来の性質とともにさし木場所の自然環境の影響が強

く働いていると見られる。一般に苗畑土壌は治山の対象となる崩壊地土壌に比して虫菌害が起こりやすく

また畑土そのものの土性も赤土・砂土よりさし木に不適なことが多いと考えられ9m， また原因不明のな
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\樹種\\項目¥ 

開業 未開葉

発 根 カノレス形成 カノレス無形成 カノレス形l 成 カルス無形成 不良 合計
発根

不明|虫害|菌害不明|虫害|菌害不明|虫害|菌害 不明|虫害|菌害不明|虫害|菌害

ネコヤナギ 4 5 

タマアジサイ 3 6 3 2 3 8 15 14 32 l 87 

ノリウツギ 4 12 3 6 36 18 84 

ヤマアジサイ 2 3 4 l 2 6 5 10 14 24 6 77 

ヤマブキ 2 2 7 

コ タサギ 8 5 2 12 3 2 36 20 90 

ニシキギ 2 5 8 5 4 25 2 21 74 

ハナイカダ 9 2 5 7 2 4 1 23 57 

イ ボ タ 2 4 3 3 5 20 

コパノガマズミ 6 6 12 5 3 22 54 

シパヤナギ 3 8 13 9 13 5 10 14 76 

コ アカ ソ 6 12 2 11 6 4 2 44 

コアジサイ 4 3 2 8 5 6 4 2 39 

カナウツギ 3 3 2 3 3 4 3 23 

マノレバグミ 4 3 8 31 6 5 5 4 2 70 

ツノレク' 、、 2 I 3 13 7 4 3 3 2 39 

ナワシログミ 2 6 2 I 2 17 

ク コ
。

ウグイスカグラ 2 2 3 2 3 11 9 B 2 46 

ク ロ モジ 5 3 24 2 47 7 8 3 100 

マ/レパウツギ 48 3 6 11 6 2 80 

ミヤマシキミ 65 10 2 3 l 82 

ナツグ 、、ー. 27 25 6 61 

ヤプムラサキ 2 2 8 2 2 18 

ツタパネウツギ 2 5 4 8 2 18 42 

コウヤボウキ 3 9 72 5 3 95 

数本損
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国原Table 10. 
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~項目 関 葉 未 関 葉

日\
発 tf~ カノレス形成 カノレス無形成 カノレス形成 カ/レス無形成 不良 合計

州 l 虫害|菌害 不明|虫害|菌害 不明|虫害|菌害
発根

不明|虫害|菌害 不明|虫害|菌害

ネコヤナギ 10 4 5 8 5 32 

)l マアジサイ 9 2 4 3 5 11 7 9 2 22 3 10 87 

ノリウツギ 4 4 21 41 5 23 99 

ヤマアジサイ 6 3 3 3 12 6 23 2 27 89 

ヤマブキ 4 5 12 2 19 21 18 12 96 

コ グサギ 3 2 3 9 7 12 3 3 7 12 5 13 81 

ニシキギ 3 6 6 2 11 6 16 20 72 

ハナイカダ 4 2 3 5 6 9 2 6 21 16 18 92 

イ ボ タ 2 3 1 17 9 33 

コパノガマズミ 16 10 8 12 6 2 13 70 

シパヤナギ 3 3 l 6 24 10 13 15 9 3 5 92 

コ アカ ソ 2 l 17 4 11 31 10 8 87 

コアジサイ 17 4 39 14 15 7 99 

カナウツギ 3 2 7 9 7 7 5 16 11 2 2 73 

マノレパグミ l 7 2 4 l 4 15 7 4 18 7 9 3 82 

ツノレグ 、、‘ 2 4 2 2 7 20 4 9 4 5 62 

ナワシログミ l 7 I 6 10 2 23 7 18 5 83 

。 コ
2 3 

ウグイスカグラ 3 4 7 3 l 3 l 2 26 

ク ロ モジ 2 80 6 11 100 

マノレバウツギ B 12 3 3 2 7 30 5 4 22 96 

ミヤマシキミ 63 2 2 69 

ナツグ ‘ 、ー. 2 3 73 11 9 100 

ヤプムラサキ II 33 9 10 6 72 

ツクパネウツギ 2 7 4 2 3 16 9 8 44 96 

コウヤボウキ
77 7 10 96 

ざ雨(梅
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かには，苗畑がその樹種にとって乾燥しすぎていると思われる場合も含まれている。したがって，いった

ん発根したにもかかわらず枯死したものの多い樹種は，条件さえよければ活着する可能性がきわめて高い

といえよう。この観点から，発根した本数で供試樹種の活着の良否のグノレープ分けを再検討すると，前記

の生存本数では， C グループに属したハナイカダがBグループに，同じくさヤマシキミがAグループに属

することとなる。いったん発根した後枯死したさし穂が，さしつけ本数の10%を越すのはネコヤナギ(梅

雨ざし15本)，ヤマブキ(梅雨ざし17本)，コパノガマズミ(梅雨ざし17本)，ハナイカダ(春ざし14本)，

ヤマアジサイ〔梅雨ざし19本) , ミヤマシキミ(春ざし77本，梅雨ざし63本)， タマアジサイ(春ざし 17

本，梅雨ざし18本)，コクサギ(春ざし14本，梅雨ざし11本〉で，本来の生育地が沢沿いや山麓などの湿

潤ないし適潤地であるもの(ネコヤナギ・ヤマプキ・ハナイカダ・ヤマアジサイ・タマアジサイ・コタサ

ギ〕あるいは林冠のうっぺい下に生育し，そのような地では蒸散が少ないと思われるもの (ρナイカダ・

ミヤマシキミ・コクサギ)が多い。

表で不良とあるのは，主としてきしつけ時にさし穂の元日の樹皮が木質部と離れたものを示す。苗畑は

春期さしつけ前に耕転したから，春ざし当時はさしつけも容易であったが，梅雨ざし時には表土がやや固

くしまっていた。このことが樹液流動時期であったこととともに，梅雨ざしにおいて不良の本数が多くな

ったー原因と考えられる。樹種的に不良の多いのはツグバネウツギ・ノリウツギ・ニシキギ・ヤマアジサ

イ・コタサギなどで，通常活着が容易とされる 5) ツグパネウツギは特にこれが多しさしつけにあたって

案内俸を用い，穂を傷めない注意が必要な樹種である。

V さしつけ時期と被覆面積

活着成長した個々のさし木の地表面に対する被覆面積が大きいほど，雨滴の衝撃にもとづく土壌侵食を

防止する機能が大きい。ことに施工当初，崩壊地に導入する植物の備えるべき一条件として，この被覆能

力を重視しなければならなし、場合もあろう。

被覆面積は植物の種類・気候や土壌条件などの環境によってもちろん異なり，また細かくは植栽密度に

よっても影響をうける。本試験では 1m2 に 25 本さしつけたため，活着と生育の良好な樹種では早期に

うっぺいして，単木あたりの被覆面積はうっぺいしない場合に比して小となるものと考えられる。しかし

さしつけ時期の違いも，さしつけ当年における植物の被覆面積に，大きな影響を与える可能性もある。こ

の問題を検討するために，活着し新条を出した全きし穂を対象に，樹冠の地表面に対する垂直投影の長径

と短径から，各試験区ごとの平均被覆面積を時期別に求めたのが第12-14表である。

1961年度の目黒苗畑における平均値は落葉形態における値を示し， 1962年度の目黒および浅川苗畑の値

は着棄した状態での被覆面積を示す。浅川商畑ではヤブムラサキを除く 6 樹種は梅雨ざしの活着が悪く，

各試験区の平均値が得られないものがあったため，目黒苗畑の結果からさしつけ時期による被覆面積の差

の有無を検討する。

第12表に示す1961年の目黒苗畑における結果のうち，梅雨ざしの活着不良なノリウツギとヤマブキを除

く 8 樹種につかて，要因分析した結果を第15表に示す。すなわち， 1 .96'水準でさしつけ時期の違いは被覆

面積に大きな影響を与え，春ざしがきわめて有利であることを示す。春ざしは一般に活着も良好で，した

がって密度も高いにもかかわらず，単木あたりの被覆面積が大となっている。この場合，密度よりもさし

つけ時期の違いによる影響がより強く働いている。
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Ccm2) 

122ヤ 15Z31323134ウ|ヤマブキ1;:1 詳 133イ|イボタ|こ二グ

各樹種の時期別被覆面積(目黒苗畑， 1961) 

I 924 5 45 82 503 10 29 5 919 9 

春ざし
E 1 , 924 4 2 97 1, 046 16 15 6 1, 995 30 
E 172 3 10 13 100 17 10 8 585 25 
N 794 3 7 14 929 B 11 7 1, 320 6 

I 145 4 l 3 13 4 4 4 117 3 

梅雨ざし
E 137 3 6 4 4 7 249 4 
E 111 3 2 8 2 4 83 4 
N 88 5 2 13 6 3 199 3 

Table 12. 

区期時

84 -守
，
.

ro 
A
・

, E
U
 

-必
坐4

 I
 

R
U
 

Q
J
 

<4, 4
 

計

(cm2) 各樹種の時期別被覆面積(目黒苗畑， 1962) Table 13. 

コ|ウグイス
1 カグF ラ

I 1 ,314 333 6 2 ,307 238 590 77 2 , 762 585 

春ざし
E 855 634 6 2 ,206 111 560 109 3 , 621 150 
直 892 179 13 1,648 97 266 43 3.982 29 
IV 924 445 9 2 , 753 74 290 36 3 ,696 59 

I 214 115 191 30 121 12 765 119 

梅雨ざし
E 100 95 387 11 21 6 656 108 
E 177 113 249 52 87 4 1 ,058 106 
IV 182 95 7 246 33 43 13 809 177 

言十 i “58 1 乙 009 1 ω1 1.9781 1,333 

114ヤトアカソ123ジ lfZウ 137バ|ツげミ 137| タ区期時

42 樹種(f__時寂y]1! 1!5 ~ ïi積(浅川lE11版， Ef~) 

1 "7 Iv /~ ? '/ if 1 、 17'/?' ~ 1 -'f 7' ]，. 7 -i}-of- l:;::パネウ|マノレバウツギ ミヤマシキ ε ナツグミ|ヤブムフサキI :., :;.~. ._,. / I コウヤボウキ

(【氏二)

1 I 62 I 20 I 219 I 356 102 ー

春ざし 33 27 I 152 I 581 I 92 I 13 
盟 90 I 3 I 152 I 995 I 99 I 33 
Rf24  I 26 I 255 I 416 I 121 I 87 

i11 18 ー 67 I 20 7 I - I 356 I 

梅雨ざし 一5 一 31 0155 一13 ー一
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被覆面積要因分析表(目黒苗畑， 1961) Table 15. 

不偏分散比不備分散度由自動変因要
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つぎに樹種別にみると，やはり顕著な差があり，各樹種間の被覆面積の遠いをみるために， 196水準で

差のある限界値を求めると 3 ， 322 となる。これによって各樹種をグループに分けると，つぎの 2 群に分げ

うる。

5 ,467 4,295 84 81 80 75 44 30 

イボタネコヤナギ I I コパノガマズミニシキギコクサ・ギヤマアジサイハナイカダタマアジ+イ

イボタとネコヤナギは被覆面積がきわめて大であり，その他の 6樹種は著しく小さい。なお，ヤマプキ

は春ざしの被覆面積から判断して前者のグループに，ノリウツギは後者のグループにそれぞれ属すると見

られる。樹種による被覆面積の違いは樹種本来の成長速度の違いもあるが，環境によっても著しく変化す

るので，この順位は絶対的なものではなし、。イボタ・ネコヤナギは裸地に比較的早く侵入する樹種であ

り，その他の 6 樹種は推移相以降に出現することが多い樹種である。すなわち，前者は陽光の十分入射す

る地に，後者のグループは比較的樹冠がうっぺいした陰湿地にもよく見られる樹種が多い。したがって，

崩壊地のなかでも北向斜面や崩壊地が側方の森林の影響をうける陰湿地では，この順位がかなり変化する

かもしれない。

1962年度の試験では，梅雨ざしの活着が不良であったコアジサイを除く 8 樹積について検討し，その結

果を第16表に示す。すなわち前年度と同様，さしつけ時期別・樹種別とも 1.%水準で顕著な差が認めら

れ，時期別には春ざしがきわめて有利である。また樹種別に被覆面積の違いを見るために， -1 ~百水準で差

のある限界値を求めると 6 ， 239 となり，各樹種をこれによってグループに分けると，つぎの 3群に分けう

る。

l~ で| 9 ,987 4 , 658 I 2，∞9 1 , 978 1 ， 333 側 300
カナウツギ;シパヤナギ| コアカソ ツノレグミ ウグイスカグラマノレパグミ ナワシログミ:

クコは被覆面積きわめて大きしついでカナウツギ・シパヤナギが大きい，その他の樹種はいずれも小

さい。タコ・カナウツギ・シパヤナギはいずれも陽光の十分入射する地に，早くから侵入する樹種であ

る。被覆面積の小さい樹種群のうち，コアカソ・ツノレグミ・ナワシログミなどは日陰の地にも生育してい

る樹種であるが，ウグイスカグラ・マノレノミグミは，通常陽光の十分に入射する地によく克られる樹種であ

る。したがって，陽光のよくあたる崩壊地に先駆樹種として侵入してくる樹種すべてが，きしつけ初年度

において被覆面積が大きいとは限らないが，初年度の被覆力の大きい植物は先駆樹種に多い傾向があるぞ

Tab!e 16. 被覆面積要因分析表(目黒苗畑， 1962) 

要 因 変 動

時 期 別 10 , 136 , 264 

樹 種 別 31 , 209 , 907 

誤差変動 16 ,023 , 060 

全 変 重忠 57 , 369 ,231 

州 1.%水準で有意。

10, 136,264 34養器

由度 不偏分散 不偏分散比

7 4 ,458 ,558 15栄養

55 291 ,328 

63 
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なお，浅川苗畑の樹種のうちヤプムラサキは比較的被覆面積の大きし、樹種である。

被覆面積と関連した問題として，大部分の樹種(春ざし)ではさし穂から出る新条が，上方ないし斜め

上方に伸長する性質をもち，新条長/地上高の比が 2 以下を示すが，カナウツギはこの比が平均 3.5 を示

し，新条が横に長く伸長して地表面を有効にカバーする性質をもつことは興味深く，天然生のものも，新

条の先端がしばしば地表面に垂れ下がり発根することがある。このような樹種は植栽密度も低くしうる。

VI 新条および根の発生位置と形態

さし穂、のどの部分から新条や根が発生するかは樹種によって大体きまっており，穂作りおよびさしつけ

時にあらかじめ知っておくべきことがらで，これによって活着・成長を斉一になしうる。また，根系形態

は土壌の緊縛範囲やさしつけ本数の粗密，根系が競合しなし、混植形態などを考える場合に必要なことがら

である。新条や根の発生位置については，第 1 報と同様の観点から，外観的な観察によってしらぺた。

根系の形態は樹種によって異なり，また環境ことに土壌条件によっても変化する。本調査では関東ロー

ムの壌土にさしつけて， 4 か月および 7 か月を経過したものについての形態である。発根本数・根の太き

長さなどは特に指定したもの以外は春ざしの穏について記載し，また各樹種の代表的な形態をしているも

のを選び図示した。

A. 各論

1.ネコヤナギ

根はさし穂地下部の皮目から発根しているが

長く太い主要な根は元日部分に近い皮目と地表

に近い部分の皮目から発根している。発根状態

は第 2 図のごとし斜走根(斜めに長く延びる

根)から多数の細根が密に発生する。細根はナ

ガバヤナギ・イヌコりヤナギと同様に根域全体

に分布しているが，ことに根の先端部に多い傾

向がある。さし穂からの発根本数は 8-38本で

通常30本前後である。根の長さは 20-35crn

であり，根径(根の基部における径〉の最大は

3rnrn であるが，通常 2rnrn 以下の根が大半

を占める。

新条は 2-5 本生じ，旧校の基部や旧葉痕の

周辺から発生する。

2. シバヤナギ

根は地下部の皮目から発生し，ことに元口周

辺の皮日および葉痕・!日校の基部周辺の皮目か

ら発根している。発根状態は第 3 図のごとく 20 却 。 10 

で，細根が少ない。根長は最大で 32 crn，通常 Fig.2 ネコヤナギ(春ざし〉

30 

20 cm. 

10-20crn，発根本数は 15-25本である。根は Root systern of Salix gracilistyla in March cutting_ 
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Fig.3 シバヤナギ(春ざし)

Root system of Salix ja.ρonica in 

March cutting. 

Fig.4 コアカソ(春ざし〕

Root system of Boehmeria s.ρicata in 

March cutting. 

30 

20 

旧

斜め下方に伸びるが，やや水平な根もかなり見られた。

新条は 1-3 本生じ，旧校の基部および業痕周辺から発生す

る。生育の良好な個体は新条の枝分かれが著しい。新条の長いも

のは 60cm 余に達する。

3. コアカソ

根は元口周囲や旧小枝基部その他から発生し，斜め下方ないし

やや水平に走る(第4 図〉。春ざしの穂は主に元口周囲の根がよ

く発達し，梅雨ざしのそれは旧小枝基部その他からの発根が多

い。発根本数は 7 -20本，根長は 15-30cm である。梅雨ざし

は根長が短く 3-10cm，通常 5-6cm の根が多かった。

新条は旧校の基部より発生する。発生本数は 1-4 本である

が，枝分かれが多く，多いもので28本，通常12本前後生じ，円形

に広がる。

4. マノレパウツギ

元口周辺に発根するものが多く，時に業痕周辺にも発根する o

10 10 CrJl 発根状態は第 5 図のごとくであるが，主な根は下部元日周辺から

Fig. 5 マルパウツギ(春ざし) 生ずる。発根本数は10-25本，通常13本前後で，根長は 10-20
Root svstem of Deutzia Sieboldii 
var. D争，pelia仰 in March cutting. cm であった。根は斜め下方に伸長し，細根が多く，ことに先端



治山用木本植物のきし木試験(堀江・高橋) - 29 ー
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10 10 

Fig. 6 ~マアジサイ(春ざし)

Root system of Hydrangea involucrata in 
March cutting. 

部に多し、。

10 

10 

20 

cm 10 。 10 

Fig.7 コアジサイ(春ざし)

Root system of Hydrangea hirta in 
恥1arch cutting. 

20 

10 

。

10 

20 

30 

Cnt 

新条は 1-4 本生じ，旧枝の基部あるいは葉痕周辺より発生し直立する。地上部の末日に近い旧校や，

葉痕の周辺からは新条が発生せず，地表に近い部分の旧校や葉痕周辺から発生していた。

5. タマアクサイ

根は元口周辺，地下部の側芽周辺，地下から伸長した新条の基部などから発生しているが，元口周辺か

ら発生しているものが主体をなす。第 6 図のごとく斜走根が延ぴ，それより多くの支根，細根が生じてい

る。発根本数は 7 -15本で，そのうち主要な根は 3-5 本である。根長の最大は 21 cm，通常 7cm 前後

の根が多い。根径は 1mm 以下の細い根が大部分である。

新条は旧校基部あるいは葉痕周辺から生じている。本種は新条が地上部より出ている個体はすくなく，

活着本数の 90% が地下部の旧枝基部や葉痕の周辺から発生している。地上部はほとんど乾燥して枯れた

り，割れたりしており，地下部から伸長した新条はその基部に必ず根を出すc 時にさし穂が枯れ，すでに

出ていた新条がさし穂より分離して，独立するものも見られた。新条の発生本数は 1-3 本である。

6. コアジサイ

根は第 7 図のごとく元日周辺および，旧枝の基部周辺から発根する。根は一般に細く斜め下方に延び，

それより密に細根を出す。なお，地下部から出た新条の基部にも発根が克られる。発根本数は 8 -25本，

通常は13本前後である。根長は最長のもので 21cm，通常 5-10cm である。

新条は旧校基部周辺から発生し，本数は通常 1-2 本である。



- 30 林業試験場研究報告第 158 号

10 10 

Fig. 8 ノリウツギ(春ざし)

Root system of Hydrangea paniculata in 
March cutting. 

20 10 0 10 20 JO C鳳

Fig. 10 カナウツギ(春ざし)

Root system of Steρha持andra tan日lkae in 

March cutting. 
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Fig.9 ヤマアジサイ(梅雨ざし)

Root system of Hydrangea macrophylla 
var. acuminata in J une cutting. 

10 10 20 C瓜

Fig. 11 ヤマプキ(春ざし)
Root system of Kerria japonica in March cutting. 
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7. ノリウツギ

根は元口周辺の皮目および旧校の基部や葉痕の周辺から発生している。根は第 8 図のごとし長く斜め

下方に走り，これより粗に支根がでている。斜走根は先端にゆくにしたがし、急に細くなり分岐が多く，細

根もこの先端部に多L、。梅雨ざしの発根本数は元口に 2 本，根長は 0.6cm であったが，春ざしは 7 ~25 

本，根長は 15~20cm であった。

新条は 1-3 本生じ旧校の基部の芽が伸長している c

8. ヤマアジサイ

根は穂の元日周辺，とくにカルス形成部分に多レ。時には旧校の基部や葉痕周辺から発根するが，これ

らは一般に細く短い根である。根の発生状態は第 9 図のごとくで，多くの支根，細根を生じている。発根

の最多本数は28本，通常 7 -20本であり，根長は 4 ~12cm であった。

新条は 1-3本生じ，地上または地下部の葉痕周辺から発生する。

9. カナウツギ

元日周辺から発根するのが大部分であるが，時に地下部にある旧枝の基部から細根を生ずることがあ

る。また地上部に旧枝がない穂は地下部の地表に近い旧校基部から新条を出し，新条の基部に発根する。

根は第10図のごとくやや水平ないし斜め下方に延びている。発根本数は10-17本で，根は著しく分岐し，

細根が少ないが強じんな根が長く延びている。根の最長のものは 60cm に達するが，通常は 20-35cm

である。根は均一に分散し，土嬢緊縛力はかなりあるようである。

新条は旧校の基部や葉痕の周辺から発生する。新条の発生本数は 1-3 本であるが，枝分かれが多い。

新条の成長もよくさし付当年で 1m以上に伸びてし、る。

10. ヤマブキ

柳田ωは12本の活着苗の観察により根は元口と新条から出る

と述べているが，本試験では根は旧枝の基部や葉痕の周辺に大

部分が発根し，まれにそれ以外の箇所(旧枝の関)からの発銀

も見られるが細根である。第11図に示すように発根した根はや

や水平に延び，その先端部に支根・細根を多く生じている。発

根本数は10~40本であるが，通常20本前後が多い。このうち主

要な根は 8 -15本である。根長は 10-35cm，根径は 2-4mm

で比較的太い。

新条は葉痕，あるいは旧校基部の側方より生ずるが，まれに

地下部の地表に近い葉痕側方からも生ずる。新条の発生本数は

2-5 本で枝分かれが多い。

11. ミヤマシキミ

根は地下部全体の皮目から発根している(第12図)。発根本

数は10-20本であるが，通常15本前後であり，主要な根は元日

周辺にやや多い。根長は 10-12cm である。

新条はさしつけ時にすでに見られた芽が伸長するが，さしつ

け当年における成長はわずか 1-2cm であり，発生本数は 1

30 

20 

10 

。

10 

20 

30 

40 

20 10 0 10 20 師、

Fig. 12 ミヤマシキミ(春ざし)
Root system of Skimmia japonica 

ln 乱1arch cutting. 
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Fig. 13 コクサギ(梅雨ざし) Fig. 14 ニシキギ(春ざし〉

Root system of Orixa jaρonica in J une cutting. Root system of Euonymus alatus in March cutting. 

-4 本である。

12. コクサギ

根は元口周辺から多く発生し，地表に近い地下部には発根はみられず，大部分は元ロより 5cm 以内の

部分に発根している。発根状態は第13図のようであるが，他樹種に比し細根が少なし根の先端部でも太

い。発根本数は通常 5 -25本，根径は 1-2mm である。

新条本数は 1-3 本で，葉痕の周囲の芽が伸長して生ずる。まれに地下部からも発生し，その基部から

は発根している。

13. ニシキギ

根はさし穂元口の周囲 lこ発根する。発根状態は第14図のごとく毅根状で，他の樹種に比して長い根は見

られず最長の根で 18cm，通常は 8-9cm である。一般に主要な根はやや水平方向に伸長している。

新条は旧校の基部および葉痕の周辺より生ずる。発生本数は 1-3 本で，きし穂地上部に葉痕などがな

いときは地表に近い地下部の葉痕から発生するものもみられる。そのような場合，多くの樹種は新条から

も発根するが，本樹種では発根は見られなかった。

14. マノレノミグミ

根は第15図のごとく元日周囲ことに切口の下方から発根するが，まれに旧校の基部から発根するものも

ある。発根本数は 6 -13本で少ない。根長は最長で 20cm， 通常 7-8cm である。根は強じんで，短い

細根を数多く出している。根径は比較的太く 1""" 1. 5mm のものが大部分である。

新条は旧校の基部から生じ，その本数は 1-3 本である。
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Fig. 15 マノレパグミ(春ざし)

Root system of Elaeag耳目s macroPhylla in 

March cutting. 

15. ツノレグP

根は元日周囲から発根しているが，まれに旧枝の基部

から細根を生ずることがある。発根本数は 8-20本であ

るが， 10-15本が普通である。第16図のごとく根は斜め

下方に延び細根を多くつけ，根の先端で分岐が著しい。

主要な根は 5-8 本で比較的強じんで太い。

新条は旧枝の基部から発生している。新条発生本数は

1-5 本で，通常 1-3 本である。

16. ナツグ

根は元口の下端周囲がら発根し，やや下方に伸びてい

る。発根本数は 3 -14 本であるが，通常 7-8 本であ

る。根長は優大で 27cm，平均 21 cm である。根径は

1-1.5mm，強じんで，細根が少ない(第17図〉。

新条は旧校の基部から発生し，きし穂から 1-3 本の

新条を生ずる。個々の旧校の基部からは通常 1 本の新条

を生ずるが，穂木地上部の旧校基部からはすべて新条を

生じている。さしつけ当年は新条からの枝分かれが少な

し、。

17. ナワシログミ

根はナツグミと同じく，元口周聞ことに切口の下端か

40 
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10 

10 

2 日

30 

20 10 0 10 20 cm 

Fig. 16 ツノレグ ミ(春ざし)

Root system of Elaeagnus glabra in 
March cutting. 
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Fig. 17 ナツグミ(春ざし)

Root system of Elaeagnus multiflora 
in 恥1arch cutting. 
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Fig. 18 ナワシログミ(春ざし)

Root system of Elaeagnus pungens in 

March cutt�g. 
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Fig. 19 ハナイカダ(春ざし〉

Root system of Helwingia japonica 

in March cutting. 

30 

ら発根している。発根本数は 4 -15本であるが，

通常 6-8 本である。根はやや水平ないし斜め下
m 

方に延びている。根長は最大 26cm，平均 20cm

である。根は短い細根を多く生じている。

10 新条本数は 1-4本で，旧校の基部側方から生

じている。

18. ハナイカダ

根は一般に皮目から発根しているが，元口周囲

に発根の多いものもある。また，地下部の葉痕周

10 辺から新条が発生している場合は，その新条基部

から発根するものも見られる。発根状態は第19図

加 のごとくやや水平に伸び，支根・細根を分かつが

一般にその径は細い。発根本数は10-35本で，主

な根は 4-6本である。根長は最大が 31cm，通
30 

常 8 -15cm であった。
20 cm 

新条は地上部の!日校基脅[íおよび葉痕の周辺から

発生するが，旧校や葉痕が地上部にない場合は地

下部の地表面に近い旧校基部，葉痕周辺から発生
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Fig. 21 ヤプムラサキ(春ざし)

Root system of Callicaゆ'a mollis in 

March cutting. 
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Fig. 22 ク コ(春ざし〉

Root system of Lycium chinense in 

March cutting. 

している。新条の発生本数は 1-3 本で，地表面に近い部分から多く発生している。

19. イボタ

根は葉痕や旧校の基部周辺および元口周辺から発根し太く長い。発根した根は斜め下方ないしやや水平

に伸びている。発根状態は第20図のごとくで，多くの支根・細根が主要な根より分岐し，細根は根域全体

に分布しているがとくに先端部に多い。発根本数は15-35本，通常25本前後，そのうち主な根は 5 -10本

である。根の長さは最大で 43cm，通常 25-30cm である。

新条は葉痕周辺から発生し， 3 - 6 本の新条が出て枝分かれが多い。

20. ヤプムラサキ

根は元日周囲，元口から 5cm 以内の皮目および葉痕や旧校の基部周辺から発根するが，主な根の多く

は元口周囲および旧校の基部から発根する。第21図のごとく根は斜め下方に伸び，細根を密生する。発根

本数は16-35本，通常23本内外で，根の最長は 36cm，平均 25cm である。根径は 1mm 前後で強じん

である。

新条は旧校の基部からそれぞれ 1-3本，通常2 本生じ池上部に旧小枝の数が多い時はさし穏からの新

条本数も増加する。地表面に接した旧校の基部から発生した新条は，その新条基部よりも発根している。

枝分かれは4-5 本である。

21.クコ

根は地下部全体の旧校の茎部や葉痕の下方から発根する。発根本数は15-34本，通常21本前後で，その

うち主要な根は 5-8本をかぞえ，先端部がよく分岐するが細根は少ない。根は水平に伸びる根もあれば
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Fig.24 ウグイスカグラ(春ざし)

Root system of Lonicera gracilipes var. 

glabra in March cutting. 

斜め下方に伸びる根もあってさまざまであるが，一般に斜走根が多い。根長の最大は 105cm に達する

が，通常5O-60cm である。主要な根の根径は最大径で 3mm，通常 1-1.5mm である(第22図)。

新条は葉痕や旧枝の基部周辺から発生している。発生本数は 7 本前後で，枝分かれが多く，最も多いも

ので21本，通常15本前後の枝を生ずる。新条の生育も良く，最もよく伸びたもので 125cm にも達し，平

均でも春ざしで 104cm，梅雨ざしで 64cm である。

22. ツタパネウツギ

根は元口から 2-3cm の範囲より発根しているものが多いが，時に地下部下半の旧校の聞に発根する

ものがあった。発根本数は10-18本，そのうち主要な根は 3-8 本で斜め下方に伸びる根が多く，細根を

多く分岐している(第23図)。

新条は葉痕・旧校の基部周辺のみから生じ，さし穂、全体として 2-5 本生じている。枝分かれは多少見

られる。

23. ウグイスカグラ

根は第24図のごとく元口周囲および葉痕や旧校の基部周辺より発根している。このうち主な根は元口周

囲に多い。発根本数は 6 -23本，通常15本前後である。根長は 18cm 前後のものが多い。

新条は旧校の基部や葉痕の周辺から生じている。発生本数は 2 本前後である。地下部から発生した新条

基部には発根が見られる。新条には枝がなく直立した新条を出す。

24. コパノガマズミ

根は元口周辺の皮目から発根しているのが大部分であるが，地下部の葉痕や旧校の基部からも発根して
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Fig. 25 コパノガマズミ(春ざし)

Root system of Viburnum erosum in 
March cutting. 
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Fig. 26 コウヤボウキ(春ざし)

Root system of Perりa scandens in 
March cutting. 

いるものがある。発根状態は第25図のごとくで，根はやや水平に伸び，これより粗に支根および細根を出

している。発根本数は 5 ~25本，通常9 本前後である。

新条は地上部の葉痕や旧校の基部周辺から発生するものが多いが，地下部の地表面に近い葉痕あるいは

旧校基部周辺からも新条の発生をみる。新条の発生本数は 1~4 本である。

25. コウヤボウキ

根は第26図のごとく穂木からの発根は見られず，地下部より伸長した新条の基部から発根し，発根後は

穂木から分離し，独立した形をとる。発根本数は 2-9本であり，根の長さは 7~15cm，通常 S"";9cm

であるつ

新条は 1 本生ずるが，地下部の地表に近い葉痕あるいは!日校の基部から発生する。新条は 3.....4 本の小

枝を分かつ。

B. 根および新条の発生位置と発生本数

各樹種のきし木における発根形態は各種各様ではあるが，これを利用する治山の立場から見れば，幾つ

かの類型に分けることができる。

きし穂からの発根箇所を検討するため， a) 発根したすべての根を対象としてとりあげた場合， b) ま

れな発根笛所は除いた場合， c) 主要な根のみを対象とした場合の 3 とおりの立場から分類したのが第17

表である。ただし，前述したように特殊な発根をするコウヤボウキは除いた。本表からさし穂地下部の元

日周囲や周辺に発根するグノレープと，地下部の各位置から発根するグループに大きく分けうる。後者のグ

ノレープは，ことにその中でも根系のこみいって発達した植物はそれだけ根の吸水や無機養分の吸収表面積

が大きし乾燥や養分に対する競争に対してより有利であると思われる。 fこだ種によって必要とする水分
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Table 17. 発根箇所からみた各樹種の分類

発根箇所 ト さし穂考意から出た根合す
べてを した場

b.慮外まれとなし発た根場箇合所を考 I c. し主た要場合な根のみを考慮

元 日根と周樹す 囲 ナツグミ，ニシキギ，ナ ナツグミヲツノレグき，マ ナツグミ，マノレパグミ，

(切口 皮の境か) ワシログミ ノレパグしニシキギ，ナ ツノレグミ，ナワシログミ，

ら発 るもの ワシログしカナウツギ ニシキギ，カナウツギ，
コアカソ，ウグイスカグ
フ

元口か周ら 辺 コクサギ コクサギ，コパノガマズ コタサギ，コパノガマズ

(元日 5cm 以) ミ，ヤマアジサイ，ツク ミ，ヤマアジサイ，ツタ

内に発根するもの パネウツギ バネウツギ，タマアジサ
イ， コアジサイ，マノレパ
ウツギ

元日葉周痕辺(周周囲) と旧 ノリウツギ，ヤマアジサ ノリウツギ，タマアジサ ノリウツギ，シパヤナギ，
校， の辺 イ，タマアジサイ，コア イ，コアジサイ，シパヤ ヤマプキ，イボタ，クコ，

タサイ，マノレバウツギ， ナギ，マノレバウツギ，ヤ ヤプムラサキ
カナウツギ，ツノレグミ， マプキ，イボタ ， {l コ，
マノレパグミ， クコ，ウグ ヤプムラサキ，ウグイス
イスカグラ，ヤプムラサ カグラ
キ，イボタ，コパノガマ
ズミ

元口周辺葉自痕(や周周樹囲辺皮) , 旧枝 コアカソ，ヤマプキ コアカソ

基根他部， "7t<:: J.J-'< IHJ~' その
の皮 より発

元日周辺(周囲)と皮|ハナイカダ，ツタバネウ|ハナイカダ |ハナイカダ
目や樹皮より発根 |ツギ | 

|ネコ仇川河|ネコヤナギミ…キ|ネコヤナギミヤマシキ
ミヤマシキミ I ~ I 

自皮

量や養分吸収能力が呉なっているので，単なる根の分布形態・量のみではいし、得ないが，これがほぼ近似

した幾つかの植物をとり出して比較した場合にはあてはまるであろう。治山植栽では一般に混植が行なわ

れるが，混植した植物の各根系が同ーの土層に発達するときはその層の水分や養分に不足が起こりがちと

なる。したがって混植の場合は，根系がお互いに異なった土壌層を利用するような組合せをとるとよいと

思われる。なお，これら各樹種の根の分布形態はさし木当年におけるものであって，次年度以降には変化

が起こりうることに注意すべきであろう。その一例として，天然生のニシキギの幹が土砂に埋ると，その

埋幹部に多数の発根が見られた例ρ をあげることができる。

さし穂からの発根本数は各樹種によって特色をもっていると思われる。 ここでは， 長さ 25cm のきし

穂のうち，約 20cm の地下部からでた根数を各樹種について調べた。 調査本数は1961年度の目黒苗畑の

各樹種については活着したものの中から25本を無作為に選ぴ，活着本数が25本以下のものについては，全

活着苗を調査した。 1962年度の各樹種は活着したもの全部を調査した。第四表に各樹種の 1 本あたり平均

発根本数と太く長い主要な根の平均本数をさしつけ時期別に示した。時期別に発根本数を見ると，一般に

春ざしの穂は梅雨ざしの穂よりも発根本数が多い。樹種別に発根本数を見ると， 20本以上発根するものは

ネコヤナギ・イボタ・ヤブムラサキ・タコ・ハナイカダ・シバヤナギの 6 種で，これらはいずれも地下部

全体から発根する性質をもった樹種である。一方，発根本数が10本以下のものはナワシログミ・ナツグミ

. ""7ノレパグミ・ツノレグミ・コパノガマズミ・タマアジサイ・コウヤボウキの 7 種で，タマアジサイとコウ

ヤボウキを除くと，いずれも地下部の下方元口に近い箇所から発根する性質をもった樹種である。この傾
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Table 18. 各樹種の時期別発根本数

平均発根本数 平均主要根数
樹 種

し|梅雨ざし春 ざ 春 ざ

ネコヤナギ 30.3 
タマアジサイ 9.8 
ノリウツギ 13.8 
ヤマアジサイ 14.8 
ヤマブキ 19.8 
コ クサギ 13.7 
ニシキギ 19.1 
ハナイカダ 28.6 
イ ボ タ 25.6 
コバノガマズミ 9.1 

シパヤナギ 24.2 
コ アカ ソ 13.4 
コアジサイ 12.8 
カナウツギ 13.8 
マ/レパグミ 8.0 
ツノレグ' 、、、 10.0 
ナワシログミ 8.3 
ク コ 21.2 
ウグイスカグラ 14.9 

ク ロ モジ
マノレパウツギ 13.2 
ミヤマシキミ 14.7 
ナツグ ‘ 、ー. 7.8 
ヤプムラサキ 22.7 
ツタパネウツギ 14.7 
コウヤボウキ 5.0 

向は主要な根の本数にも見られ，根の発生位

置が地下部全体にわたって見られる樹種ほど

その本数が一般に大で，主要根数が 5 本以上

の樹種15種のうち11種がこれに該当する。

新条の発生箇所はさし穂の地上部の長さや

葉痕・旧枝の分布位置などによって影響され

るが，大部分の樹種では末日に近い葉痕や旧

校の基部の周辺から発生している。地上部に

旧枝や葉痕のなかったさし穂では地表に近い

地下部のそれらの箇所から発生することが多

く，二、ンキギ・ウグイスカグラ・コパノガマ

ズミ・コアジサイ・ヤマアジサイ・ヤマプキ

.コクサギ・カナウツギ・ハナイカダにそれ

が見られた。また特殊な形式をとるものとし

てはコウヤボウキのごとく，さし穂の地下部

の旧枝基部周辺のみから出るものもある。タ

マアジサイでも活着本数の90%はこの形をと

る。これは土壌水分に問題があるようであ

25.8 7.6 5.5 
6.0 4.2 2.6 
2.0 5.0 2.0 
4.4 2.6 1.6 
8.0 10.1 5.0 
6.3 5.2 3.2 
10.5 4.1 3.1 
15.9 5.0 2.6 
18.1 7.6 5.4 
6.8 4.7 3.2 

10.4 5.6 2.8 
7.1 4.3 2.5 
4.6 3.6 1.8 
6.8 6.8 2.8 
7.9 3.1 2.9 
4.4 6.1 2.5 
4.0 4.5 2.3 
17.8 5.0 4.8 
7.1 6.3 3.6 

10.5 5.6 3.5 
10.7 6.8 5.0 

5.0 
20.4 8.0 6.5 
10.5 4.0 3.0 
2.5 2.0 1.0 

Table 19. 各樹種の時期別平均新条本数

樹 種|春ざし|梅雨ざし
ネコヤナギ 3.8 3.7 
タマアジサイ 1.7 1.4 
ノリウツギ 2.7 1.0 
ヤマアジサイ 2.2 1.7 
ヤマブキ 3.5 2.5 
コ タサギ 1.8 1.7 
ニシキギ 2.3 1.4 
ハナイカダ 1.4 1.0 
イ ボ タ 5.0 2.8 
コパノガマズミ 2.5 2.2 

シバヤナギ 1.7 1.6 
コ ア カ ソ 1.7 1.7 
コアジサイ 1.6 1.0 
カナウツギ 1.9 1.4 
マノレノミグミ 1.6 1.4 
ヅ ノレ p・ 、、 1.7 1.6 
ナワシログミ 1.9 1.9 
ク コ 6.8 2.6 
ウグイスカグラ 1.9 1.6 

ク ロ モジ
マノレバウツギ 2.5 2.0 
ミヤマシキミ 2.4 1.4 
ナツ グ 、、 1.6 
ヤプムラサキ 2.5 2.4 
ツクバネウツギ 4.0 2.8 
コウヤボウキ 1.0 1.0 
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る。さし穂からの新条発生本数を全活着苗を対象として調査し，その平均値を第19表に示した。一般に春

ざしの穂からの新条本数は梅雨ざしのそれよりやや多い傾向を示すが，樹種別にみるとその差はあまり著

しくない。新条発生本数の多い樹種はタコ・イボタ・ツタパネウツギ・ネコヤナギ・ヤマブキで， 4 本以

上を生ずる。他の樹種は 1-3本の新条を出す。土砂の流亡や落葉町〉移動を防ぐ意味からは新条の本数の

多い樹種が望ましいことはし、うまでもないが，さしつけ初年度に 1-2 本発生するにすぎない樹種でも，

これらの低木類は多数の新条を叢生する性質をもったものが多いので，必ずしも初年度の発生本数にこだ

わる必要はないと考えられる。

摘要

崩壊地を経済林地に復旧せしめるためには各種土木工作物とともに植物の導入をはかり，その繁茂によ

って表層土の移動を防ぎ，また林地化に必要な落葉を供給するのであるが，従来の使用植物は高木と草本

におもきをおき，低木類はヤマハギ・イタチρギ・イヌコりヤナギ・ウツギなどの少数の種類が肥料木

として，あるいは植生盤の目串として用いられてきたにすぎない。現在使用されている草本類は陽性草本

が多く，高木性樹木の成長により林冠がうっぺいしてくると草本の生育は著しく害され早期に姿を消して

ゆく。一方これに代わる耐陰性草本の侵入が遅々としていて，しばしば林床には裸地の見られる場合があ

る。裸地にならないまでも，林床の落葉が施工斜面の上方から下方へと移動しやすくなり，土壊の改良が

均一におこなわれず，施工地の上方は林地化に長年月を要する例もしばしば見受けられる。このような不

利な点を是正するために，従来使用されてきた草本よりも耐陰性におL 、てすぐれ，かつ地表から叢生して

落葉落校の移動を紡ぐ低木類を高木や草木と同時に導入すべきであろう。低木類を直接導入する方法とし

ては，ヤマハギ・メドハギ・イタチハギなどのようにじかまきの可能な場合もあるが，一般には種子の発

芽率も良好でなしかっ種子からでは初期成長が遅いため，土砂をかぶり，また草に被圧されやすい。こ

の点、きし木繁殖が安全で，実行面においても苗木養成費は不要であり，植え方も簡単で利用しやすい場合

が多し、。これらの観点から従来使用されていなし、，暖帯および温帯に所属する低木26種を選ぴ，そのさし

木繁殖の可能性を検討した。

近時，治山関係の植栽工は春のみならず，梅雨期や秩にも行なわれることが多し、。この時期の違いがさ

し木にどれほどの影響を与えるかを検討する必要がある。本試験では，開芽前に採穂、しさしつける春ざし

と，関葉してから採穂，さしつける梅雨ざしの 2 時期について調べた。この結果，掘りとり時の生存率で

は春ざしがきわめて有効であり，また伸長した新条の被覆面積，さし穂からの発根本数や新条発生本数な

どにおいても春ざしが有利であった。すなわち，さし木によって低木類を導入する場合は時期的に限定さ

れるが，春ざしを行なうことによる事業の安全性はきわめて高くなる。春ざしでは50~百以上の生存率を示

したのは26種中12種類であるのに対して，梅雨ざしでは 4 種類にすぎなかった。多種類の樹種を混植する

ことが望ましい治山植栽のうち，きし木に関しては春ざしを行なうべきである。

各樹種は生存率・被覆面積・発根本数・新条発生本数などを異にし，これらはそのおかれた環境によっ

てある程度変化すると考えられるが，関東ロームの壌土にさしつけた結果から述べると次のごとくであ

Q。

生存率に関して，春・梅雨の両時期とも50%以上の活着を示した樹種はクコ・ネコヤナギ・イボタ・ウ

グイスカグラの 4 樹種であり，春ざしのみが50%以上の活着を示す樹種はヤマブキ・ナワシログミ・ヤプ
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ムラサキ・カナウツギ・ツノレグミ・ツクパネウツギ・コアカソ・コアジサイの 8 樹種であり，これら以外

の14種は両時期ともに50516'以下の生存率を示す。ただ最後の14樹種のグループの中には，ミヤマシキミ・

ノ、ナイカダなどのごとしいったん発根したが，乾燥などのために枯れたものの多い樹種も含まれていて

環境が適していれば十分利用できるものも含まれている。なお，クロモジは全く活着しなかった。

新条の被覆面積から見ると，さしつけ当年に最もよく地表を被覆する樹種は，クコ・カナウツギ・イボ

タ・シパヤナギ・ネコヤナギ・ヤマブキの 6 樹種で，ついでコアカソ・ウグイスカグラ・ヤプムラサキ・

ツノレグミであり，その他の15種は小面積を被覆するにすぎなし、。施工初期の裸地被覆に主眼をおく場合は

最初の 6種が好ましいが，当初における被覆面積が小であっても，林冠うっぺい後も長く生育をつづけう

るもの，あるいはよりよい生育を示すもの，たとえばミヤマシキミ・ナワシログミ・コアジサイ・ヤマア

ジサイ・タマアジサイ・ ρナイカダなどは長期の変動を考慮に入れて，施工当初に混植すべきであろう。

きし穏からの発根位置を，樹種ごとに調べた結果，さし穂、の地下部全体にわたって発根が見られた種類

はクコ・ネコヤナギ・イボタ・ウグイスカグラ・ヤマプキ・ヤプムラサキ・コアカソ・コアクサイ・ハナ

イカダ・シパヤナギ・マノレパウツギ・ミヤマシキミ・ノリウツギ・タマアジサイの14種類で，さし穂地下

部の下方から主として発根するも￠はナワジログミ・ツノレグミ・マノレパグミ・ナツグミ・カナウツギ・ツ

タパネウツギ・コバノガマズミ・ニシキギ・ヤマアジサイ・コタサギの10種類である，コウヤボウキは地

下部から伸長した新条の基音Ilのみに発根し，さし穂自体は枯れるものが多かった。これらの発根位置に関

する性質の違いは混植する場合に根の競合を起こさない組合せとするために利用すべきである。ことに植

生盤や張芝の目串としては，草本類の根層が浅いから，深層で発根するナワシログミ・カナウツギ・ツタ

ノミネウツギなどを使用すれば根の競合をある程度きけることができょう。

さし穂からの発根本数およびその中の主要な根の本数を樹種別にみると，いずれも根の本数の多い￠は

地下部全体から発根する性質をもった樹種が大部分を占めている c

さし穂 1 本あたりの新条発生本数は一般に春ざしの穂が梅雨ざしの穂よりやや多い傾向が見られるが，

発根本数のような著しい違いは見られない。新条発生本数の特に多いのはクコで，春ざしでは平均 7 本生

ずる。ついでイボタ・ツクパネウツギ・ネコヤナギ・ヤマプキは 4 本以上生ずる。その他の樹種は一般に

少なし通常2 本発生するものが多い。

以上の各性質を総合し，さし木当初の成績が良好な樹種を選べばタコ・ネコヤナギ・イボタ・ヤマブキ

-カナウツギ・ヤプムラサキ・ウグイスカグラで，ついでナワシログミ・ツノレグミ・ツタバネウツギ・コ

アカソ・コアジサイなどをあげることができる。この結果は，発根促進処理や日覆いなどを全くしない場

合の結果で，発根困難な樹種に対してその原因が探求され，事業的に応用しうる発根能力増進方法が明ら

かとなれば上記以外の樹種も治山に利用される可能性があるc
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Studies on the Cutting of Shrubs for Erosion Control. 

Yasuo HORIE and Keiji TAKAHASHI 

(Résum品〉

In this experiment , we endeavoured to determine the most suitable season for cutting and 

most useful species for direct slip-planting in erosion control. The significance of the planting 

.()f shrubs in hillside work is to prevent the movement of surface soil and fallen litter on the 

:steep and the gravelly slopes. 

The experiments were performed at :¥ieguro and Asakawa nurseries utilizing surface soil of 

kanto loam. The cuttings were made in March (dormant season) and June (rainy season) , 
with the shrubs of 26 species (cf. pp. 14-15). 

These plants are common in submontane or montane zones of southern Kant�. For the above 

mentioned purpose , these cuttings were planted under natural conditions without sun-screen or 

hormone treatment. The cuttings were dug from the nursery bed and examined in midｭ

October. 

Experimental results 

As regards cutting season , March procluced in general better results than June for rooting 

Ælbility , covering ability of shoot , and the number of roots per rooted cutting. 
The rooting percentages of Lycium chinense , Salix gracilistyla , Ligustrum obtusifolium and 

Lonicera gracilipes var. glabra reached 50 per cent or higher in both March and June cuttings. 

Lycium chinence showed the high per cent of about 100. Cuttings of these four shrubs can be 

plantecl in June as well as in March. Goocl rooting of the following eight species was obtained 

from the March planting , but the planting of June showed very poor results : Kerria japonica , 
Elaeagnus pungens , E. glabra , Callicarpa mollis , Stephanandra tanakae , Abelia spathulata , Boehｭ
meria spicata , Hydrangea hirta. Rooting percentages of the cuttings of the other shrubs were 

very low. Therefore , these shru bs with the exception of Skimmia japonica and Hel，叩ingia japonica 

are of no val ue for practical use. Ski・'mmia jaρonica and Hel，卸ingia japonica showed high rooting 

ﾆlbility themselves , but these rootecl cuttings climinished in number of survival because of unusual 
,dry weather in this experiment. It seems these two species are suitable for planting in moist 
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or shady places. 

In erosion control , it is necessary to use fast covering plan士s ， in order to make green on 

denuded land in a short time. In this experiment , the following shrubs were especially excellent 
for the early covering : Lycium chinence , Steρhanandra tanakae , Ligustrum obtusifolium , Salix 

japonica 司 S. gracilistyla , and Ke作ia japonica. Next in suitability were Boehmeria ~ρicata ， 

Lonicera gracil争es var. glabra , Callicarpa mollis , and Elaeagnus glabra. The covering area of 

the other plants was very smal!. However , after sun plants are extinguished by upperstory 

cover , the existence of Skimmia japonica , Helwingia jaρonica ， Hydrangea hirta , etc. which 

belong to shade plant are considered effective for the purpose of stabilization of vegetation. 

The root system of cuttings of each species is shown in Figs. 2-26. Generally speaking , 
the species that rooted from the lower part of cutting were very few in the number of roots 

per rooted cutting. However , the difference in number of main roots among those plants was 
not remarkable. 

The above results may be considered to have practical use in the field of hillside planting , 
but these experimental results can not always be applied directly on the various denuded lands. 

In order to obtain the very best results , it is necessary to study the adaptability to environmental 

factors , such as soil moisture , soil structure , nu凶tfon. etc., so that the cuttings may fully 

display their rooting ability. 


